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山陽電鉄夢前川駅周辺地区【概況】 

位置図 用途地域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区特性 

【データ】 
(1)山陽電鉄夢前川駅 
 ①１日平均乗降客数‥1,414 人/日（令和 5年度） 
 
 ②駅の概要 
  ・構 造‥‥‥‥‥‥‥地上 
  ・駅 舎‥‥‥‥‥‥‥地上駅 
  ・ホーム‥‥‥‥‥‥‥相対式 2 面 2 線 
  ・改札口‥‥‥‥‥‥‥2 
  
 ③自由通路 
  ・南北自由通路（改札内通路に並行） 
 

地区特性 

【地区の特性】 

・山陽電鉄夢前川駅は、1 日当たり乗降客数 1,414 人（令和 5 年度（2023 年度））であり、駅北側は住居

系、駅南側は住居系及び工業系土地利用となっている。 

 

・他の公共交通機関との接続はなく、交通結節機能が低い。 

 

・駅周辺には、駅の南側に主要な施設として三栄会広畑病院、商業施設、公園、特別養護老人ホームなど

の福祉施設等が分布している。 

 

・駅南側は、製鉄記念広畑病院の県立姫路循環器病センターとの統合再編に伴い「医療・介護ゾーン」と

して再整備された。 

 

【バリアフリーから見た主な現況及び計画と課題】 

① 鉄道駅 

・改札口は北側のみで、南北の移動は通路幅が約 100 ㎝の自由通路での移動となるため、車いすの相互

通行が課題であったが、南側改札を設置することで南側からの出入りが改善した。 

 

・巡回駅（無人駅）となっており、周辺案内情報提供の充実が課題であったが、再整備後、係員配置駅と

なり課題は解消した。 

 

・エレベーター設置、階段の 2 段手すりの設置、バリアフリートイレの設置が完了している。 

 

② 駅前広場（南側） 

・駅前広場が整備され、交通結節点として機能向上が期待できる。 

 

 

③ 道路（病院周辺計画道路） 

・駅から病院等にアクセスする経路は、十分な幅員の連続した歩道が整備され、視覚障害者誘導用ブロッ

クの敷設が完了している。 

 

 

 

重点整備地区 

山陽電鉄夢前川駅 
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山陽電鉄夢前川駅周辺地区【現況図】  


